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は
じ
め
に

船
形
山
普
門
寺
は
、
愛
知
県
豊
橋
市
雲
谷
に
あ
る
高
野
山
真
言
宗
の
寺
院
で
あ
る
。
草
創
は
古
く
、
寺
伝
で
は
神
亀
四
年
（
七
二
七
）
に

行
基
が
開
山
し
た
と
い
い
、
大
治
二
年
（
一
一
二
七
）
の
奥
書
を
持
つ
大
般
若
経
を
は
じ
め
と
し
て
、
平
安
時
代
の
仏
像
や
考
古
遺
物
等
が

現
存
し
て
い
る
。
船
形
山
の
山
腹
に
は
元
堂
・
元
々
堂
と
呼
ば
れ
る
旧
堂
跡
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
壇
跡
を
中
心
と
し
て
約
二
百
も
の

平
場
が
あ
り
、
往
時
の
繁
栄
の
跡
を
偲
ば
せ
る
。
平
成
十
九
年
か
ら
豊
橋
市
に
よ
っ
て
山
頂
（
標
高
約
二
七
〇
ｍ
）
の
城
址
も
含
め
た
発
掘

調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。

普
門
寺
に
は
、
天
文
三
年
（
一
五
三
四
）
の
奥
書
を
も
つ
『
大
日
本
国
三
河
国
渥
美
郡
雲
之
谷
村
舩
形
山
普
門
寺
梧
桐
岡
院
闓
闢
之
縁
起

由
来
之
記
録
』（
以
下
、『
普
門
寺
縁
起
』
ま
た
は
「
縁
起
」
と
略
称
す
る
。）
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
全
文
が
『
豊
橋
市
史
』
第
五
巻
（
一
九
七
四

年
）
に
翻
刻
さ
れ
て
お
り
、
普
門
寺
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
手
が
か
り
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
戦
国
期
地
方
寺
院
の
動
向
を
伝
え

る
注
目
す
べ
き
史
料
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
縁
起
を
中
心
史
料
と
す
る
分
析
は
充
分
に
は
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う

で
あ
る 1

。

1　

『
舩
形
山
普
門
寺
梧
桐
岡
院
闓
闢
之
縁
起
由
来
』
に
つ
い
て
の
基
礎
的
考
察
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な
お
、
普
門
寺
に
は
縁
起
が
三
つ
存
在
す
る
。
一
つ
は
今

回
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、『
大
日
本
国
三
河
国
渥
美

郡
雲
之
谷
村
舩
形
山
普
門
寺
梧
桐
岡
院
闓
闢
之
縁
起
由
来

之
記
録
』
の
本
文
に
続
け
て
『
鞍
懸
大（
明
脱
ヵ
）
神
旧
記
』（
十
三
行
）

を
付
載
す
る
。『
普
門
寺
縁
起
』
に
は
普
門
寺
二
十
五
世
「
権

律
師
賢
盛
」
と
二
十
七
世
「
権
大
僧
都
信
慶
」
の
連
署
が
あ

る
が
、
両
名
と
も
本
文
と
同
筆
の
楷
書
体
で
記
さ
れ
て
お

り
、
後
世
の
写
し
の
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
書
風
か
ら
推

測
す
る
な
ら
ば
、
天
文
年
間
を
さ
ほ
ど
降
ら
な
い
時
期
に
書

か
れ
た
と
考
え
て
も
よ
い
と
判
断
さ
れ
る
。

二
つ
目
は
、「
大
日
本
国
三
河
国
渥
美
郡
雲
之
谷
村
舩
形

山
普
門
寺
梧
桐
岡
院
闓
闢
縁
起
由
来
之
記
録
」
と
題
さ
れ
、

近
世
（
初
期
ヵ
）
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
行
書
体
の
巻
子

本
で
、
内
容
は
『
普
門
寺
縁
起
』
と
同
じ
で
あ
る
。
紙
の
傷

み
も
少
な
く
、
表
紙
の
装
丁
も
豪
華
で
あ
る
。
訓
点
や
朱
書

き
は
な
い
。
た
だ
、
こ
の
巻
物
は
縁
起
の
み
で
構
成
さ
れ
て

い
て
、
末
尾
に
異
筆
で
「
鞍
懸
太〔
大
〕明

神
旧
記
別
有
」
の
一
行

が
書
か
れ
て
い
る
。

三
つ
目
は
、「
参
州
舩
形
山
普
門
寺
略
縁
起
」
と
題
す
る

冊
子
（
以
下
、『
略
縁
起
』
と
略
称
す
る
。）
で
あ
る
。
片
面

写真 1　『普門寺縁起』巻首
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七
行
で
、
九
丁
が
大
和
綴
に
さ
れ
て
い
る
。
享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）、
普
門
寺
三
十
六
世
昶
遍
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
内
容

の
大
筋
は
同
じ
だ
が
、
山
内
の
霊
験
所
の
説
明
部
分
が
無
く
、
最
後
に
「
東
都
」
で
「
興
復
」
を
目
的
と
し
た
「
開
帳
」
を
行
っ
た
話
を
載

せ
て
い
る
等
、
さ
き
の
ふ
た
つ
と
は
一
線
を
画
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
以
上
三
つ
の
縁
起
の
中
で
最
も
古
い
と
思
わ
れ
る
第
一
の
『
普
門
寺
縁
起
』
を
と
り
あ
げ
、
他
の
中
世
史
料
を
あ
わ
せ
て
分

析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
世
の
普
門
寺
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

　
　
　

一　
『
普
門
寺
縁
起
』
の
概
容

内
容
に
入
る
前
に
ま
ず
、
縁
起
の
書
誌
デ
ー
タ
を
記
し
て
お
く
。

楮
紙
の
打
紙
を
巻
子
状
に
し
た
写
本
で
あ
る
。
一
紙
長
は
縦
三
〇
・
七
㎝
、横
五
〇
・
一
㎝
。
十
二
紙
が
継
が
れ
、完
存
し
て
い
る
。
界
線（
界

高
二
五
・
九
㎝
）、
訓
点
（
仮
名
、
返
り
点
、
朱
頭
点
）
が
あ
る
。
異
筆
の
墨
書
書
き
入
れ
が
あ
り
、
朱
書
き
も
あ
る
。
表
紙
は
紺
色
の
別
紙
で
、

原
表
紙
と
思
わ
れ
る
。
八
双
・
紐
が
あ
り
、
軸
は
な
い
。
内
題
は
「
大
日
本
国
三
河
国
渥
美
郡
雲
之
谷
村
舩
形
山
普
門
寺
梧
桐
岡
院
闓
闢
之

縁
起
由
来
之
記
録
」
で
あ
り
、
外
題
・
尾
題
は
な
い
。

縁
起
の
内
容
は
、概
ね
四
段
に
分
け
ら
れ
る
。（
一
）
行
基
開
山
と
本
尊
の
由
来
を
述
べ
る
部
分
、（
二
）
山
内
の
霊
験
所
を
説
明
す
る
部
分
、

（
三
）
本
堂
周
辺
の
説
明
と
嘉
応
年
中
の
事
件
を
述
べ
る
部
分
、（
四
）
中
興
化
積
上
人
、
源
頼
朝
、
後
鳥
羽
院
、
足
利
尊
氏
と
の
関
係
を
語

る
部
分
、
で
あ
る
。

以
下
、
順
次
に
縁
起
の
概
略
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
（
一
）
行
基
開
山
と
本
尊
由
来

神
亀
四
年
、
東
国
遊
行
の
途
中
で
船
形
山
に
登
っ
た
行
基
は
霊
験
を
感
じ
造
寺
を
決
意
し
た
。
岩
を
叩
き
な
が
ら
祈
る
と
水
が
湧
き
出
し
、
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更
に
祈
る
と
「
紫
雲
」
を
た
な
び
か
せ
な
が
ら
「
浦〔
補
〕陀
洛
世
界
主
、
蓮
華
部
惣
躰
聖
観
自
在
」
が
現
れ
た
の
で
、
行
基
自
ら
そ
の
像
を
彫
り
、

こ
れ
を
「
西
谷
」
の
本
尊
と
し
た
。
ま
た
、
山
の
形
が
船
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
山
号
を
「
舩
形
山
」
と
し
、
妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普

門
品
が
観
世
音
菩
薩
の
威
神
力
を
説
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
寺
号
を
「
普
門
寺
」
と
す
る
よ
う
夢
で
お
告
げ
を
受
け
た
。
後
に
聖
武
天
皇
に

面
会
し
た
行
基
は
、「
堂
舎
仏
閣
」
を
建
立
し
、
天
智
天
皇
が
彫
刻
し
た
五
大
尊
像
を
船
形
山
に
安
置
し
、「
王
城
静
謐
・
天
長
地
久
」
を
祈

る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
行
基
は
こ
の
五
大
尊
像
を
「
東
谷
」
の
本
尊
と
し
た
。
堂
塔
造
営
後
、
歓
悦
の
余
り
山
に
登
っ
た
聖
武
天

皇
は
、「
尊
勝
・
雨
応
」
の
両
峯
か
ら
眼
目
の
及
ぶ
地
域
の
知
行
を
保
証
し
た
。

　
　
（
二
）
山
内
霊
験
所

山
内
の
霊
験
あ
る
所
と
し
て
、五
カ
所
を
挙
げ
る
。
そ
の
五
カ
所
と
は
、①
「
鏡
石
」
及
び
「
唄
吹
岩
」、  

②
「
舩
形
山
」、  

③
「
雨
応
之
峯
」

の
「
太
鼓
鈎
」、  

④
「
尊
勝
之
峯
」、  

⑤
「
天
狗
之
峯
」
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
は
、金
剛
界
五
仏
の
持
つ
智
に
擬
え
て
説
明
さ
れ
る
。
①
鏡
石
は
、

東
方
の
阿
閦
仏
の
持
つ
智
で
あ
る
「
大
円
鏡
智
」、
②
船
形
山
は
、
南
方
の
宝
生
仏
の
持
つ
智
で
あ
る
「
平
等
性
智
」、
③
雨
応
の
峯
は
、
西

方
の
阿
弥
陀
仏
の
持
つ
智
で
あ
る
「
妙
観
察
智
」、
④
尊
勝
の
峯
は
、
北
方
の
不
空
絹
索
が
持
つ
智
で
あ
る
「
成
所
作
智
」、
⑤
天
狗
の
峯
は
、

大
日
如
来
の
持
つ
智
で
あ
る
「
法
界
体
性
智
」
を
そ
れ
ぞ
れ
備
え
持
つ
と
い
う
。

　
　
（
三
）
本
堂
周
辺
と
嘉
応
年
中
の
焼
亡

山
の
八
分
目
に
あ
る
「
本
堂
」
の
右
側
に
は
六
所
鎮
守
、
左
側
に
は
文
覚
上
人
の
祈
水
に
よ
っ
て
で
き
た
と
い
う
八
葉
の
池
が
あ
り
、
そ

こ
に
は
「
大
弁
功
徳
天
」（
弁
財
天
の
こ
と
か 2

）
の
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、「
雲
之
谷
」
と
い
う
山
麓
の
郷
名
の
由
来
は
、

行
基
の
眼
前
に
現
れ
た
聖
観
音
が
乗
っ
て
い
た
紫
雲
を
こ
の
谷
に
納
め
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
嘉
応
年
中
（
一
一
六
九
〜
七
一
）
に
は
、

天
台
の
学
徒
・
学
侶
が
挙
っ
て
船
形
山
で
学
び
、「
叡
山
不
レ
往
」
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
比
叡
山
の
住
侶
が
「
寅
杖
」
を
持

ち
船
形
山
を
攻
め
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
り
、
堂
塔
坊
舎
が
焼
け
た
。
多
く
の
僧
が
「
臨
二
他
山
一
」
み
、
僅
か
十
有
余
坊
に
残
住
す
る
の
み

と
な
っ
た
。

2　
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（
四
）
中
興
化
積
上
人
と
源
頼
朝
、
後
鳥
羽
院
、
足
利
尊
氏

養
和
年
中
（
一
一
八
一
〜
八
二
）、「
左
馬
頭
義
朝
舎
弟
北
谷
妙
楽
院
御
弟
子
」
で
「
兵
部
卿
阿
闍
梨
」
と
し
て
朝
廷
に
仕
え
て
い
た
「
化

積
上
人
」
な
る
人
物
が
、
船
形
山
の
住
職
と
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
と
き
、
源
頼
朝
は
「
平
家
追
罸
」
の
た
め
不
動
明
王
像
を
彫
刻
さ
せ
、

こ
れ
を
船
形
山
護
摩
堂
の
本
尊
と
し
た 3

。
こ
の
不
動
明
王
像
を
本
尊
と
し
て
「
昼
夜
不
退
」
の
「
五
壇
護
摩
」
を
修
法
し
た
と
こ
ろ
、
結
願

の
朝
、
大
鼠
が
不
動
明
王
像
の
剣
に
刺
さ
る
と
い
う
「
奇
瑞
」
が
あ
っ
た
。
頼
朝
は
上
洛
の
時
に
船
形
山
麓
に
旗
を
置
い
た
。
諸
大
名
が
こ

こ
に
出
仕
し
た
「
城
槨
遺
跡
」
が
残
る
と
い
う
。

頼
朝
が
船
形
山
に
「
参
詣
」
し
た
時
、風
が
吹
き
「
桐
葉
一
葉
」
が
飛
ん
で
き
た
。
北
条
時
政
に
取
り
に
行
か
せ
る
と
、こ
の
葉
に
は
「

」

（
キ
リ
ー
ク
。
阿
弥
陀
の
種
字
。）
の
虫
喰
い
が
あ
っ
た
。「
源
氏
々
神
御
本
地
種
子
観
音
薩
埵
恭
敬
秘
文
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
つ
ま
り
、
阿

弥
陀
仏
が
源
氏
の
氏
神
で
あ
る
八
幡
大
菩
薩
の
本
地
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
船
形
山
西
谷
の
本
尊
で
あ
る
聖
観
音
（
＝
観
世
音
菩
薩
）
が

阿
弥
陀
仏
の
脇
侍
で
あ
る
と
い
う
縁
か
ら
、
の
字
を
船
形
山
の
幕
の
紋
と
し
て
頼
朝
よ
り
給
わ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、「
知
行
両
坂
本
千
石
」

を
「
寄
附
」
さ
れ
、
堂
舎
は
再
興
し
た
。

後
鳥
羽
天
皇
の
時
、綸
旨
に
よ
っ
て「
梧
桐
岡
院
」と
い
う
院
号
を
給
わ
り
、旗
・
剣
・
鞍
等
を
納
め
た
。「
寺
数
十
有
余
坊
」が
あ
っ
た
と
い
う
。

化
積
上
人
が
坂
よ
り
西
の
田
中
で
あ
る
「
岩
崎
郷
」
に
「
鞍
懸
明
神
」
を
祀
り
、
氏
神
と
し
た
。

暦
応
元
年
（
一
三
三
八
）
に
は
、
征
夷
大
将
軍
と
な
っ
た
足
利
尊
氏
の
為
「
任
二
先
例
一
」
せ
て
「
御
祈
念
」
し
た
。「
代
々
綸
旨
、
院
宣
、

武
家
代
々
御
判
形
等
」
は
「
宮
殿
」（
本
尊
厨
子
）
に
納
め
て
あ
る
。

以
上
が
縁
起
の
概
略
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
こ
の
縁
起
で
言
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
一
言
で
言
え
ば
、
普
門
寺
は
公

武
の
権
力
、
こ
と
に
は
源
頼
朝
と
深
い
関
係
を
持
ち
つ
つ
、
山
麓
地
域
に
支
え
ら
れ
て
い
る
地
元
の
有
力
正
統
寺
院
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
（
一
）
で
は
、朝
廷
と
の
つ
な
が
り
の
強
さ
を
強
調
す
る
。
天
智
天
皇
作
の
五
大
尊
像
を
聖
武
天
皇
か
ら
与
え
ら
れ
て
い
る
と
し
た
り
、

「
帝
歓
悦
余
、
登
二
尊
勝
・
雨
応
両
峯
一
、
及
二
眼
目
一
知
行
可
レ
令
二
収
納
一
之
旨
、
堅
有
二
御
契
諾
一
云　

　

云
、
御
綸
旨

別
有　

 

、」
と
あ
る
よ
う
に
、
直
接
登

山
し
た
聖
武
天
皇
か
ら
、
眼
下
山
麓
の
地
域
を
知
行
す
る
よ
う
保
証
さ
れ
た
と
す
る
の
が
こ
れ
に
当
た
る
。
普
門
寺
が
開
山
時
点
既
に
朝
廷

3　
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か
ら
公
認
さ
れ
て
い
た
と
い
う
主
張
で
も
あ
る
。

（
二
）
で
は
、
船
形
山
が
密
教
興
隆
の
聖
地
と
し
て
い
か
に
相
応
し
い
地
形
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
の
主
張
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
こ

で
も
山
麓
と
の
つ
な
が
り
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
①
の「
唄
吹
岩
」は
、「
山
之
大
衆
集
会
」の
時
や
「
火
盗
」
の
難
が
あ
っ
た
時
に
「
於
レ

此
唄
於
吹
」
け
ば
、「
近
辺
道
俗
打
寄
」
せ
て
そ
の
難
を
「
降
伏
」
す
る
と
い
う
し
、
旱
魃
の
際
に
は
③
の
「
雨
応
之
峯
」
で
請
雨
法
を
修
し

た
と
い
う
。
そ
し
て
何
よ
り
、②
の
「
舩
形
山
」
と
い
う
山
号
は
、船
が
「
一
切
衆
生
苦
海
運
載
」
の
「
器
物
」
で
あ
っ
て
、「
大
悲
深
重
霊
徳
」

を
施
す
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
き
て
い
る
と
い
う
。
①
「
唄
吹
岩
」
で
は
お
そ
ら
く
、
法
螺
貝
を
吹
く
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
山
で

吹
く
貝
の
音
を
聞
い
て
集
ま
る
「
近
辺
道
俗
」
と
は
、
山
の
僧
侶
や
山
麓
の
住
人
の
こ
と
を
指
す
だ
ろ
う
。
ま
た
、
旱
魃
は
死
活
問
題
で
あ
っ

た
た
め
、
③
「
雨
応
之
峯
」
で
の
普
門
寺
に
よ
る
請
雨
法
の
実
施
は
一
種
の
勧
農
と
し
て
の
意
味
を
も
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

山
麓
と
の
つ
な
が
り
は
、（
三
）
で
も
主
張
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
山
麓
の
「
雲
之
谷
」
と
い
う
郷
名
が
船
形
山
の
本
尊
の
乗
っ
て
い
た
紫

雲
に
由
来
し
て
い
る
。
更
に
、「
鎮
護
国
家
」
の
「
道
場
」
で
あ
り
、「
真
言
止
観
」
の
「
霊
地
」
で
も
あ
る
船
形
山
に
お
い
て
「
善
根
声
磬
」

を
鳴
ら
す
こ
と
で
、
山
麓
は
「
功
徳
法
水
」
で
潤
さ
れ
る
と
い
う
。「
追
二
四
季
一
」
っ
て
「
法
事
勤
仕
」
し
て
お
り
、
仏
教
で
多
数
を
意
味

す
る
「
三
千
有
余
」
の
「
坊
舎
繁
栄
無
レ
限
」
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
山
で
仏
教
行
事
を
行
っ
て
山
麓
に
功
徳
を
も
た
ら
す
こ
と
が
山
上

山
下
の
繁
栄
に
つ
な
が
る
と
い
う
構
図
が
読
み
取
れ
る
よ
う
に
思
う
。
中
世
の
普
門
寺
は
、
人
里
離
れ
て
ひ
っ
そ
り
と
佇
む
山
岳
寺
院
な
ど

で
は
な
く
、山
麓
地
域
に
根
ざ
し
た
寺
で
あ
っ
た
。
ま
た
、比
叡
山
か
ら
の
攻
撃
は「
台
家
学
徒
僧
侶
皆
以
於
二
当
山
一
勤
二
学
問
一
叡
山
不
レ
往
、」

と
い
う
状
況
が
引
き
起
こ
し
た
の
あ
っ
て
、
船
形
山
が
本
山
と
の
結
び
つ
き
か
ら
離
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

そ
し
て
（
四
）
で
は
、初
期
鎌
倉
幕
府
権
力
と
の
強
い
繋
が
り
を
主
張
す
る
。
寺
の
中
興
と
さ
れ
る
化
積
上
人
は
源
頼
朝
の
叔
父
だ
と
い
う
。

『
尊
卑
分
脈
』
等
で
そ
の
存
在
は
確
か
め
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
れ
は
頼
朝
の
権
威
を
重
視
し
た
寺
側
に
よ
る
創
作
で
あ
る
可
能
性
が
捨
て
き
れ

な
い
。
更
に
、頼
朝
の
命
で
作
成
し
た
不
動
明
王
像
は
頼
朝
の
背
丈
と
同
じ
六
尺
程
の
大
き
さ
だ
と
さ
れ
て
い
る
う
え
、鎮
守
の
「
鞍
懸
明
神
」

と
い
う
名
称
も
源
氏
と
関
係
づ
け
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
二
章
で
詳
述
す
る
が
、「
知
行
両
坂
本
千
石
」
を
頼
朝
か
ら
寄
附
さ
れ
た
と
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し
て
い
る
。

ま
た
、「
梧
桐
岡
院
」
の
院
号
は
後
鳥
羽
院
か
ら
給
わ
っ
た
と
い
う
。
鎌
倉
幕
府
の
み
な
ら
ず
朝
廷
と
も
繋
が
り
の
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て

い
る
。
し
か
し
、
静
岡
県
袋
井
市
出
土
の
梵
鐘
銘
か
ら
、
普
門
寺
は
平
治
二
年
（
一
一
六
〇
）
時
点
で
す
で
に
「
東
紇（
紀
ヵ
）
里
岡
寺
」
と
い
う

呼
称
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る 4

。

権
力
と
つ
な
が
り
の
あ
る
正
統
寺
院
だ
と
い
う
主
張
は
、
多
く
の
縁
起
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
行
基
開
創
を
伝
え
る
寺
院
は

多
く
、
聖
武
天
皇
は
行
基
と
と
も
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。『
普
門
寺
縁
起
』
に
特
徴
的
な
の
は
、
地
域
と
の
結
び
つ
き
を
強
調
し
な
が
ら
、

源
頼
朝
と
の
関
係
を
主
張
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
地
域
住
民
に
支
え
ら
れ
た
新
興
地
方
密
教
寺
院
の
自
立
化
の
動
き
が
、
形
成
期
武

家
権
力
と
の
接
近
に
結
び
つ
き
、
そ
の
こ
と
が
縁
起
に
表
現
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

二　

東
谷
・
船
形
寺
（
普
門
寺
）
と
西
谷
・
桐
岡
院

現
普
門
寺
ご
住
職
の
お
話
で
は
、
本
堂
が
現
在
の
場
所
に
建
て
ら
れ
る
以
前
の
船
形
山
に
は
、
東
谷
に
「
元
堂
」、
西
谷
に
「
元
々
堂
」
と

呼
ば
れ
る
建
物
が
あ
っ
た
と
伝
え
聞
く
と
い
う
。
つ
ま
り
、
西
谷
の
元
々
堂
か
ら
東
谷
の
元
堂
へ
、
そ
し
て
現
本
堂
へ
と
拠
点
を
移
し
な
が

ら
徐
々
に
山
を
降
り
て
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
縁
起
で
は
、
船
形
山
に
は
東
谷
・
西
谷
と
い
う
二
つ
の
拠
点
が
同
時
に
存
在
す
る
。
東
谷
に
は
聖
武
天
皇
よ
り
与
え
ら
れ

た
五
大
尊
像
が
、
西
谷
に
は
行
基
の
彫
刻
し
た
聖
観
音
像
が
そ
れ
ぞ
れ
本
尊
と
し
て
祀
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
五
大
尊
像
は
天
智

天
皇
が
彫
刻
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
東
谷
は
朝
廷
と
の
つ
な
が
り
を
、
西
谷
は
地
元
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
強
調
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

五
大
尊
と
は
、
密
教
で
行
う
五
壇
法
の
本
尊
で
あ
る
五
大
明
王
を
指
し
、
中
央
に
不
動
明
王
、
東
に
降
三
世
明
王
、
南
に
軍
荼
利
明
王
、

西
に
大
威
徳
明
王
、
北
に
金
剛
夜
叉
明
王
を
配
置
す
る
。
発
掘
調
査
結
果
か
ら
は
、
東
谷
に
は
五
大
尊
像
を
安
置
す
べ
く
、
五
大
堂
が
建
て

4　
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ら
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
と
い
う 5

。

実
際
、
山
内
の
東
谷
・
西
谷
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
堂
舎
跡
と
見
ら
れ
る
礎
石
が
残
さ
れ
て
お
り
、
周
辺
遺
物
か
ら
推
定
さ
れ
る
年
代
は
、
両

者
ほ
ぼ
同
時
期
か
西
谷
の
ほ
う
が
古
い
と
い
う 6

。
縁
起
で
は
「
山
八
分
」
に
「
本
堂
」
と
呼
ぶ
場
所
が
あ
り
、
そ
の
「
左
辺
」
に
は
「
文
覚

上
人
祈
水
」
で
で
き
た
「
湖
水
池
」
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
船
形
山
東
谷
の
「
元
堂
跡
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
基
壇
の
す
ぐ
東
側
に
は
現
在
も

池
構
が
あ
る
と
い
う 7

。
縁
起
で「
本
堂
」と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
東
谷
の
本
堂
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
、『
略
縁
起
』に
は「
文

覚
上
人
当
山
に
遇ぐ
う
き
よ居
し
給
ふ
時
東ひ
か
し
た
に谷に
水
な
し
、
上
人
五
大
尊
堂
の
後
う
し
ろ
い
ら
か
巌
に
向む
か
ひて
水
を
祈い
の

る
、
忽
た
ち
ま
ち
い
づ
ミ
わ
き
い
で

泉
沸
出
て
流な
が
るる
こ
と
川
の
如こ
と

し
、
其
流
れ

今
に
絶た
へ

ず
」（
振
り
仮
名
は
原
文
通
り
。
以
下
同
。）
と
あ
り
、
東
谷
の
本
堂
が
五
大
堂
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

管
見
の
限
り
で
あ
る
が
、
船
形
山
に
関
連
す
る
史
料
の
う
ち
、
縁
起
以
外
で
「
東
谷
」「
西
谷
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
も
の
は
、
広

島
市
草
津
八
幡
神
社
所
蔵
の『
大
般
若
経
』奥
書 8

と
、普
門
寺
本
堂
宮
殿
に
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
本
尊
等
造
立
木
札
、永
禄
四
年（
一
五
六
一
）

今
川
氏
真
朱
印
状
写
の
三
つ
で
あ
る
。

ま
ず
、
広
島
市
草
津
八
幡
神
社
所
蔵
『
大
般
若
経
』
奥
書
は
、
明
徳
三
年
（
一
三
九
二
）
〜
同
四
年
（
一
三
九
三
）
に
豊
前
国
で
書
写
さ

れ
て
お
り
、
書
写
事
業
に
船
形
寺
東
谷
の
聖
快
と
い
う
僧
侶
が
関
わ
っ
て
い
た
。『
大
般
若
経
』
の
奥
書
に
、「
勧
進
聖
三
河
国
渥
美
郡
高
足

郷
舩
形
寺
東
谷
観
照
坊
住
人
金
剛
仏
資
聖
快
」（
巻
第
二
三
一
）
や
、「
勧
進
聖
三
河
国
渥
美
郡
高
足
郷
舩
形
寺
観
照
坊
住
人
大
蔵
卿
金
剛
仏

資
聖
快　

生
年
廿
八
歳
」（
巻
第
三
〇
〇
）
な
ど
と
記
し
て
い
る
。
巻
第
一
二
四
の
奥
書
に
は
「
勧
進
聖
三
河
国
渥
美
郡
高
足
郷
舩
形
寺
之
住

呂
観
照
坊
大
蔵
卿
聖
快
、廻
国
之
遂
願
望
、止
二
帰
国
念
一
、重
彼
願
成
就
了
、」
と
あ
り
、諸
国
巡
礼
し
て
い
た
聖
快
は
豊
前
国
で
『
大
般
若
経
』

書
写
事
業
と
出
会
い
、
帰
国
の
予
定
を
変
更
し
て
こ
れ
に
協
力
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
舩
形
寺
東
谷
観
照
坊
」
と
い
う
記
述
か
ら
は
、
寺
の

総
称
を
船
形
寺
と
い
い
、
そ
の
東
谷
に
観
照
坊
を
含
む
い
く
つ
か
の
坊
舎
が
あ
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
「
東
谷
に
あ
る

舩
形
寺
観
照
坊
」
と
解
釈
す
る
方
が
良
さ
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
点
を
含
め
、
船
形
寺
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

次
に
、
本
尊
等
造
立
木
札
で
あ
る 9

。
下
部
が
欠
損
し
て
い
る
が
、
判
読
可
能
な
上
部
を
見
る
と
、
天
文
十
一
年
（
一
五
四
二
）
に
「
舩
形

山
□（
普
）
（
門
 
寺
 
ヵ
）

桐
岡
院

」
の
本
尊
と
し
て
観
自
在
天
像
と
大
黒
天
像
を
造
立
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
の
最
終
行
に
「

5　6　7　8　9　
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西
谷
合
而
堅
守
僧
形
山
上

」
と
あ
る 10

。「
合
而
」
と
あ
る
の
で
、
お
そ
ら
く
「
西
谷
」
の
前
に
「
東
谷
」
と
表
記
さ
れ
て
い
た
は
ず

で
あ
る
。
天
文
年
間
に
も
二
つ
の
拠
点
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
い
う
推
測
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

更
に
、
永
禄
四
年
の
今
川
氏
真
朱
印
状
写
で
は
、「
一
、
天
（
今
川
義
元
）
沢
寺
殿
以
二
下
知
一
、
西
谷
本
堂
梧
岡
院
江
可
二
引
越
一
之
旨
雖
レ
被
二
申
付
一
、
于

レ
今
延
引
之
由
自
由
之
至
也
、
只
今
可
レ
被
レ
引
之
事
、」
と
す
る
一
条
が
あ
る
。「
梧
岡
院
」
が
西
谷
の
本
堂
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
を

示
す
と
と
も
に
、「
梧
岡
院
」
へ
の
引
越
を
命
じ
ら
れ
た
も
う
一
つ
の
拠
点
の
存
在
も
わ
か
る
。

以
上
三
つ
の
事
例
か
ら
、『
普
門
寺
縁
起
』
作
成
の
前
後
、十
四
〜
十
六
世
紀
の
船
形
山
は
東
谷
と
西
谷
の
両
拠
点
が
並
立
す
る
寺
院
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
船
形
山
普
門
寺
は
、
そ
の
呼
称
が
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
変
化
し
て
き
た
と
見
え
る 11

。
時
代
を
追
っ
て
見
て
い
く
と
、
最
も
古
い

の
は
平
治
二
年
の
銘
を
持
つ
梵
鐘
で
、
そ
こ
に
は
「
参
河
国
渥
美
郡
東
紇（
紀
ヵ
）里
岡
寺
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
後
、
十
三
〜
十
五
世
紀
に

は
主
に
「
舩
形
寺
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。「
舩
形
寺
」
の
初
見
は
、『
滝
山
寺
縁
起 12

』
で
あ
る
。
嘉
禄
元
年
（
一
二
二
五
）、
滝
山

寺
本
堂
造
営
供
養
の
際
の
請
僧
の
一
人
と
し
て
「
船
形
寺
ノ
蓮
道
坊
」
の
名
が
見
え
る 13

。
た
だ
、
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
に
作
成
さ
れ
た

普
門
寺
四
至
注
文
に
は
、「
舩
形
山
普
門
寺
梧
岡
院
」
と
あ
る 14

し
、
応
永
元
年
（
一
三
九
四
）
〜
同
三
年
（
一
三
九
六
）
に
書
写
さ
れ
た
石
巻

神
社
所
蔵
『
大
般
若
経
』
の
奥
書 15

に
は
「
三
川
渥
美
郡
紀
哩
岡
寺
住
人
輪
教
坊
、
依
レ
有
二
勧
進
一
、
雖
レ
為
二
悪
筆
一
、一
帙
書
二
写
之
一
畢
、
金

剛
仏
子
紹
叡
」（
巻
第
三
五
〇
）、「
三
川
船
形
寺
大
中
坊
□
□
」（
巻
第
五
三
二
）
等
と
あ
る
。「
舩
形
寺
」
の
み
で
な
く
、「
普
門
寺
」
や
「
梧

岡
院
」・「
紀
哩
岡
寺
」
と
も
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
同
時
期
に
あ
っ
て
も
呼
称
は
一
定
で
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

十
六
世
紀
に
な
る
と
、
普
門
寺
に
関
す
る
判
物
や
棟
札
が
多
数
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
で
は
「
梧
岡
寺
日
蔵
院 16

」「
桐
岡
院
・
舩
形

寺 17

」「
船
形
寺 18

」「
舩
形
山
普
門
寺
桐
岡
院 19

」「
舩
形
山
桐
岡
院 20

」「
舩
形
山
日
蔵
院 21

」
と
い
っ
た
寺
名
表
記
が
示
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、「
東
谷
」「
西
谷
」
の
区
別
や
時
代
に
よ
る
呼
称
の
変
遷
を
総
合
す
る
と
、
山
号
は
「
舩
形
山
」
で
あ
り
、
東
谷
に
船
形
寺
も
し
く

は
普
門
寺
、
西
谷
に
桐
岡
院
（
梧
岡
寺
、
紀
哩
岡
寺
等
、
表
記
は
様
々
だ
が
、「
キ
リ
オ
カ
」
と
呼
ぶ
寺
）
と
そ
の
子
院
日
蔵
院
が
存
在
し
た

と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
さ
き
に
示
し
た
永
禄
四
年
の
今
川
氏
真
朱
印
状
写
に
あ
る
よ
う
に
、
桐
岡
院
は
西
谷
の
本
堂
で
あ
り
、
こ

10　11　12　14　15　16　17　18　19　20　21　
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れ
と
並
称
さ
れ
て
い
る
船
形
寺
も
し
く
は
普
門
寺
が
東
谷
の
寺
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
つ
ま
り
、
石
巻
神
社
所
蔵
『
大
般
若
経
』
奥
書

に
あ
る
「
船
形
寺
」
と
「
紀
哩
岡
寺
」
は
そ
れ
ぞ
れ
東
谷
と
西
谷
に
同
時
期
に
存
在
し
た
寺
で
あ
る
。
史
料
上
、
船
形
寺
と
普
門
寺
は
、
そ

れ
ぞ
れ
桐
岡
院
と
並
称
さ
れ
る
の
み
で
、「
舩
形
寺
・
普
門
寺
」
と
並
称
さ
れ
て
い
る
事
例
は
な
い
。
よ
っ
て
ひ
と
ま
ず
、
東
谷
に
お
け
る
拠

点
寺
院
に
は
二
通
り
の
呼
称
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
お
き
た
い
。「
舩
形
寺
」
も
「
普
門
寺
」
も
同
じ
寺
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
た
だ
、
縁
起
を
除
く
と
、「
普
門
寺
」
と
あ
る
の
は
仁
治
三
年
普
門
寺
四
至
注
文
と
天
文
十
一
年
本
尊
等
造
立
木
札
、
永
禄
十
二
年

（
一
五
六
九
）
十
二
月
日
徳
川
家
康
判
物
の
三
例
の
み
で
、
他
は
「
舩
形
寺
」
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
酒
井
忠
次

判
物
、
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
伊
奈
忠
次
制
札
で
も
「
舩
形
寺
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
し
て
江
戸
時
代
に
入
る
と
主
に
「
普
門
寺
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る 22

。

な
お
、
東
郷
公
司
氏
は
、
静
岡
県
袋
井
市
出
土
の
梵
鐘
に
「
東
紇（
紀
ヵ
）里

岡
寺
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
寺
は
東
谷
の
元
堂
跡
に
相
当
す
る

と
考
え
て
お
ら
れ
る 23

。
山
本
義
孝
氏
も
、
梵
鐘
鋳
造
当
時
の
船
形
山
に
は
「
東
紀
里
岡
寺
」
と
「
西
紀
里
岡
寺
」
の
二
寺
が
あ
っ
た
と
推
測

さ
れ
て
い
る 24

。
現
存
す
る
文
字
史
料
か
ら
は
平
治
以
前
の
寺
の
様
子
は
不
明
で
あ
る
が
、
豊
橋
市
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
元
々
堂
跡
の
ほ
う
が

元
堂
跡
よ
り
も
二
世
紀
程
古
い
遺
物
が
見
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
、「
元
々
堂
」
と
い
う
呼
び
名
の
通
り
、
西
谷
の
寺
の
ほ
う

が
先
に
創
建
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
。
初
め
西
谷
に
「
紀
里
岡
寺
」
が
あ
り
、
そ
の
後
東
谷
に
も
寺
域
を
広
げ
て
両
谷
に
寺
院
が
併
立
す
る
よ

う
に
な
り
、
東
谷
の
本
堂
を
「
東
紀
里
岡
寺
」
と
呼
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
き
の
「
舩
形
寺
」・「
普
門
寺
」
の
呼
称
問
題
と
同
様
、
な
お

推
測
の
域
を
出
ず
、
後
考
の
必
要
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、『
普
門
寺
縁
起
』
で
は
、
化
積
上
人
が
坂
よ
り
西
の
田
中
で
あ
る
「
岩
崎
郷
」
に
「
鞍
懸
明
神
」
を
祀
っ
た
と
あ
る
。
現
在
も

普
門
寺
の
北
西
に
位
置
す
る
岩
崎
の
地
に
、
鞍
掛
神
社
が
存
在
し
て
お
り
、
記
述
の
正
し
さ
が
証
明
さ
れ
る
。
こ
の
岩
崎
は
、
雲
谷
と
と
も

に
普
門
寺
領
と
し
て
史
料
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
最
も
古
い
の
は
、
仁
治
三
年
作
成
の
普
門
寺
四
至
注
文
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
「
舩
形
山

普
門
寺
梧
岡
院

坂
本
雲
谷
同
岩
崎
之
郷
」
と
表
記
さ
れ
る
。
従
来
、
普
門
寺
領
と
し
て
坂
本
・
雲
谷
・
岩
崎
の
三
郷
を
想
定
す
る
か
の
よ

う
な
翻
刻
が
な
さ
れ
て
い
る 25

が
、
私
は
、「
坂
本
」
は
郷
名
で
は
な
く
「
山
か
ら
坂
を
下
っ
た
所
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
思
う
。
そ
う
で
な

22　23　24　25　
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け
れ
ば
、
先
の
表
記
中
「
岩
崎
」
の
前
の
「
同
」
の
意
味
が
明
確
に
な
ら
な
い
。
こ
の
「
同
」
は
「
坂
本
」
の
言
い
換
え
で
あ
る
。
さ
き
に

詳
述
し
た
よ
う
に
、普
門
寺
に
は
か
つ
て
二
つ
の
拠
点
が
同
時
に
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
天
文
十
八
年（
一
五
四
九
）今
川
義
元
判
物
で
は「
三

川
国
渥
美
郡
舩
形
寺
桐
岡
院
両
坂
本
雲
谷
岩
崎
」
と
い
う
表
記
で
、
こ
れ
は
「
船
形
寺
と
桐
岡
院
と
い
う
二
つ
の
拠
点
の
そ
れ
ぞ
れ
の
坂
本

で
あ
る
雲
谷
と
岩
崎
」
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
一
章
で
も
示
し
た
が
、『
普
門
寺
縁
起
』
で
は
「
知
行
両
坂
本
千
石
」
を
頼
朝
か
ら
寄
附
さ
れ
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
の
部
分

に
つ
い
て
、『
略
縁
起
』
に
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
。『
略
縁
起
』
で
は
、
源
頼
朝
か
ら
「
寺し
り
や
う領
千
石
を
寄き

ふ附
し
給
ふ  

雲う
の
や
い
は
さ
き

谷
岩
崎
上
下

合あ
わ
せ
て
た
か

高
一
千
石
也 

」
と
あ
る

の
だ
。
や
は
り
、
雲
谷
と
岩
崎
の
二
カ
所
の
こ
と
を
「
両
坂
本
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
二
カ
所
が
普
門
寺
山
麓
の
領
地
で
あ
る
と
認

識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。『
普
門
寺
縁
起
』
に
お
い
て
「
麓
潤
二
功
徳
法
水
一
」
と
言
う
場
合
の
「
麓
」
と
は
、「
両
坂
本
」
で
あ
る
雲
谷
・

岩
崎
の
事
を
指
す
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
ら
の
地
に
は
、
船
形
山
で
吹
く
法
螺
貝
の
音
も
聞
こ
え
た
の
だ
ろ
う
。
地
理
的
条
件

か
ら
更
に
推
測
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
普
門
寺
の
東
南
に
位
置
す
る
雲
谷
は
東
谷
の
船
形
寺
（
普
門
寺
）
の
坂
本
、
寺
の
北
西
に
位
置
す
る

岩
崎
は
西
谷
の
桐
岡
院
の
坂
本
だ
と
考
え
て
お
き
た
い
。

船
形
山
に
は
、
東
谷
・
西
谷
合
わ
せ
て
約
二
百
も
の
平
場
が
見
ら
れ
る
。
東
谷
は
船
形
寺
（
普
門
寺
）、
西
谷
は
桐
岡
院
と
い
う
二
大
拠
点

を
中
心
と
し
て
、
全
体
と
し
て
船
形
山
と
い
う
一
山
寺
院
を
形
成
し
て
い
た
。
そ
し
て
雲
谷
郷
、
岩
崎
郷
と
い
う
山
麓
の
寺
領
を
中
心
と
す

る
地
域
が
、
船
形
山
を
支
え
る
基
盤
で
あ
っ
た
。

　
　
　

三　
『
普
門
寺
縁
起
』
作
成
の
目
的

普
門
寺
に
は
、歴
代
の
住
職
を
記
し
た『
舩
形
山
開
基
以
来
代
々
忌
日
記
』（
以
下
、『
代
々
忌
日
記
』と
略
す
。）が
存
在
す
る
。『
普
門
寺
縁
起
』

同
様
、
普
門
寺
の
歴
史
を
把
握
す
る
た
め
に
不
可
欠
の
史
料
で
あ
る
。
こ
の
『
代
々
忌
日
記
』
で
は
、
天
文
年
間
（
一
五
三
二
〜
五
五
）
以
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前
に
二
度
山
が
焼
け
た
と
さ
れ
て
い
る
。
三
章
で
は
、
こ
の

二
つ
の
焼
亡
記
事
を
手
が
か
り
に
、
縁
起
作
成
の
目
的
を
探

り
た
い
。

縁
起
で
は
、
嘉
応
年
中
に
比
叡
山
の
僧
侶
か
ら
攻
撃
を
受

け
、
寺
が
中
絶
に
及
び
、
十
有
余
坊
し
か
残
ら
な
か
っ
た
と

あ
る
。
そ
の
本
文
は
以
下
で
あ
る
。

高
倉
院
御
宇
嘉
応
年
中
、
台
家
学
徒
僧
侶
皆
以
於
二
当

山
一
勤
二
学
問
一
叡
山
不
レ
往
、
依
レ
之
彼
山
住
侶
企
二
謀

叛
一
、
帯
二
寅
杖
一
攻
来
、
其
時
堂
塔
坊
舎
令
二
焼
失
一

云　
　

云
、
仍
其
比
及
二
中
絶
一
寺
領
等
不
レ
全
、
衆
僧
多
臨
二

他
山
一
、
漸
十
有
余
坊
令
二
残
住
一
矣
、

一
方
、
こ
れ
と
同
じ
出
来
事
を
記
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

『
代
々
忌
日
記
』
の
記
述
部
分
に
は
、

嘉（
一
一
七
〇
）

応
二
庚　

　

寅
年
炎
焼
一
山
中
絶
ニ
及
ぶ
、此
時
仏
像
等
残
ル

十
有
余
坊
ニ
配
分
安
置
給
者
也
、

と
あ
っ
て
、
縁
起
で
は
「
嘉
応
年
中
」
と
あ
る
の
を
「
嘉

応
二
年
」
と
限
定
し
て
い
る
。

『
代
々
忌
日
記
』
は
は
じ
め
、
十
七
世
紀
半
ば
頃
作
成
さ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
住
職
の
う
ち
、
寺
に
残

る
記
録
類
に
名
の
あ
る
者
は
そ
れ
を
注
記
し
て
い
る
。
よ
っ

写真 2　『代々忌日記』部分
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て
、「
嘉
応
二
庚
寅
年
‥
」
の
記
述
は
、
こ
の
縁
起
の
他
に
参
照
し
た
資
料
が
あ
り
、
そ
の
記
述
か
ら
年
号
を
特
定
し
た
の
だ
ろ
う
。
残
念
な

が
ら
現
在
で
は
、
こ
の
事
件
を
窺
わ
せ
る
よ
う
な
一
次
史
料
は
見
あ
た
ら
な
い
。

初
期
の
船
形
山
は
、
真
言
と
兼
学
し
つ
つ
も
、
天
台
色
の
濃
い
寺
院
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
代
々
忌
日
記
』
に
お
い
て
初
代
住

持
か
ら
九
世
ま
で
は
、
若
干
の
真
言
僧
を
除
き
、
天
台
僧
の
名
を
多
く
連
ね
て
い
る
こ
と
、『
普
門
寺
縁
起
』
に
「
台
家
学
徒
僧
侶
」
が
多
く

船
形
山
で
学
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
そ
う
推
測
さ
せ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
自
ら
を
「
遍
照
金
剛
弟
子
」
と
称
す
る
十
五
世
永
意
を

中
心
と
す
る
普
門
寺
の
真
言
密
教
化
が
、
比
叡
山
か
ら
の
反
発
を
買
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う 26

。
嘉
応
年
間
の
山
の
焼
亡
事
件
は
、
縁
起

作
成
と
は
直
接
関
係
し
な
い
も
の
の
、
船
形
山
に
と
っ
て
重
要
な
転
機
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
永
意
以
降
の
船
形
山
は
、
真
言
の
寺
と
な
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

『
代
々
忌
日
記
』
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
焼
亡
記
事
は
、

天（
一
五
三
三
）
文
二
癸　

　

巳
年
十
月
八
日
兵
火
也
ト
、
仏
閣
僧
坊
悉
く
炎
焼
ニ
よ
つ
て
住
侶
皆
何
国
共
不
レ
知
逃

一
山
之
法
滅
一
時
ニ
退
転
ス
、
十

有
余
坊
之
仏
像
元
本
堂
の
松
の
邊
ニ
小
山
の
如
く
積
置
、
慶
長
之
頃
迄
も
有

可
レ
歎
レ々
々
也
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
縁
起
作
成
は
天
文
三
年
二
月
朔
日
な
の
で
、前
年
の
出
来
事
で
あ
る
が
、縁
起
に
は
こ
れ
に
相
当
す
る
記
述
は
な
い
。

兵
火
に
よ
っ
て
堂
舎
が
焼
け
、
寺
勢
が
衰
え
た
と
い
う
。
戦
乱
に
巻
き
込
ま
れ
打
撃
を
受
け
た
寺
が
、
半
年
の
内
に
縁
起
を
作
成
し
た
こ
と

に
な
る
。
堂
舎
が
焼
け
れ
ば
、
寺
は
当
然
、
そ
の
再
興
を
目
指
し
て
勧
進
を
進
め
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
時
期
に
作
成
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
こ
の
縁
起
の
役
割
は
勧
進
帳
と
同
様
の
働
き
を
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、天
文
二
年
に
船
形
山
で
兵
火
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
一
次
史
料
は
見
あ
た
ら
な
い
。
そ
こ
で
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
が
、『
宗

長
日
記
』
と
『
今
川
記
』
に
見
え
る
、
船
形
山
城
を
巡
る
戦
い
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

『
宗
長
日
記 27

』に
よ
る
と
、「
参
河
の
国
堺
ふ
な
か
た
と
い
ふ
山
」の
城
に
今
川
の「
味
方
」で
あ
る「
城
守
多
米
又
三
郎
」が
い
た
。「
敵
」の「
田

原
弾
正
忠
・
諏
訪
信
濃
守
」
以
下
数
人
が
、「
舟
方
の
城
」
を
打
ち
落
と
し
た
。
多
米
又
三
郎
は
死
に
、「
敵
」
が
こ
の
城
を
持
つ
事
に
な
っ
た
。

し
か
し
朝
比
奈
泰
以
が
す
ぐ
に
浜
名
の
海
を
渡
っ
て
「
敵
」
を
討
ち
落
と
し
、
数
名
を
捕
ら
え
た
。

26　27　



愛知県立大学大学院国際文化研究科（日本文化専攻）論集第 11 号（2010）

14

『
今
川
記 28

』に
よ
る
と
、「
遠
江
の
浪
人
諏
訪
信
濃
守
」が「
三
刕
の
平
氏
戸
田
弾
正
」を
仲
間
に
引
き
入
れ
、「
三
河
遠
江
の
境
ふ
な
方
と
云
城
」

に
籠
っ
て
い
た
今
川
の
「
味
方
」
で
あ
る
「
多
米
又
郎
」（
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
載
せ
る
『
今
川
家
譜 29

』
で
は
「
多
未
又
郎
」）
を
攻
め
落
と
し
た
。

そ
の
後
、「
掛
川
城
代
朝
比
奈
左
衛
門
尉
泰
以
」
が
す
ぐ
に
発
向
し
て
城
を
取
り
返
し
、
敵
の
「
大
将
両
人
」
を
討
ち
取
っ
た
。

非
常
に
似
通
っ
た
記
述
で
あ
る
。『
宗
長
日
記
』
は
、
柴
屋
軒
宗
長
が
大
永
二
年
（
一
五
二
二
）
〜
同
七
年
（
一
五
二
七
）
に
書
い
た
手
記

で
あ
る
。
一
方
の
『
今
川
記
』
及
び
『
今
川
家
譜
』
は
、
宗
長
が
仮
名
書
き
し
た
今
川
家
の
家
伝
を
元
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う 30

。

史
料
中
に
登
場
す
る
「
田
原
弾
正
忠
」・「
三
刕
の
平
氏
戸
田
弾
正
」
と
は
初
代
田
原
城
主
戸
田
宗
光
の
こ
と
で
あ
る
。
実
は
、
船
形
山
城

を
巡
る
こ
の
戦
い
で
彼
は
明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
に
死
亡
し
て
い
る 31

。
従
っ
て
、『
宗
長
日
記
』
及
び
『
今
川
記
』
に
記
さ
れ
た
こ
の
戦
い
は
、

『
代
々
忌
日
記
』
の
い
う
天
文
二
年
の
「
兵
火
」
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、明
応
八
年
の
戦
い
の
後
か
ら
天
文
三
年
ま
で
の
間
に
は
、

今
橋
城
（
吉
田
城
）
を
巡
っ
て
今
川
氏
・
戸
田
氏
・
牧
野
氏
・
松
平
氏
に
よ
る
争
い
が
あ
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
る
が
、
船
形
山
城
が
戦
場
に

な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、『
普
門
寺
縁
起
』
作
成
よ
り
後
の
永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）、
松
平
（
徳
川
）
家
康
が
吉
田
城

の
今
川
氏
を
攻
め
ん
と
す
る
際
、
小
笠
原
安
元
に
「
敵
の
通
路
を
ふ
さ
が
ん
が
た
め
、
舩
形
山
の
砦
を
守
」
ら
せ
た
と
い
う
記
事
が
『
寛
政

重
修
諸
家
譜 32

』
に
載
る
の
み
で
あ
る
。

で
は
な
ぜ
『
代
々
忌
日
記
』
は
天
文
二
年
に
船
形
山
で
兵
火
が
あ
っ
た
と
記
し
た
の
か
。
推
測
だ
が
、
こ
れ
は
『
代
々
忌
日
記
』
作
成
者

の
意
図
的
な
年
次
操
作
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
く
は
、『
代
々
忌
日
記
』
作
成
時
ま
で
に
、
寺
伝
と
し
て
天
文
二
年
に
兵
火

が
あ
っ
た
と
い
う
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
天
文
二
年
の
兵
火
の
話
は
、
縁
起
の
作
成
が
天
文
三
年
で

あ
る
と
こ
ろ
か
ら
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
縁
起
作
成
の
理
由
付
け
と
し
て
、
明
応
八
年
の
船
形
山
合
戦
が
天

文
二
年
に
起
こ
っ
た
か
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
た
、
と
考
え
て
お
き
た
い
。

『
代
々
忌
日
記
』
中
の
、
天
文
二
年
に
兵
火
が
起
こ
っ
た
と
す
る
記
述
が
正
し
く
な
い
と
す
れ
ば
、『
普
門
寺
縁
起
』
作
成
の
意
図
は
何
で

あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
船
形
山
と
山
麓
地
域
及
び
源
頼
朝
と
の
繋
が
り
を
強
く
主
張
し
、
そ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
寺
の
再
興
を

図
る
こ
と
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
縁
起
で
頼
朝
に
関
す
る
話
に
多
く
の
ス
ペ
ー
ス
を
割
い
て
い
た
り
、
寺
の
霊
験
所
を
山
麓
と
結
び
つ
け
て

28　29　30　31　32　
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い
た
り
す
る
こ
と
が
そ
れ
を
端
的
に
示
す
。

縁
起
作
成
時
、
船
形
山
の
寺
勢
が
衰
え
て
い
た
時
期
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
縁
起
作
成
か
ら
十
五
年
後
、
天
文
十
八
年
の
今
川
義

元
判
物
に
は
「
可
レ
加
二
修
理
一
之
処
、
近
年
無
沙
汰
云
々
、
及
二
両
寺
大
破
一
之
間
、」
と
い
う
文
句
が
見
ら
れ
る
。「
両
寺
」
と
は
、
桐
岡
院

と
船
形
寺
（
普
門
寺
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、「
近
年
」
は
修
理
さ
れ
ず
「
大
破
」
と
い
う
状
態
だ
っ
た
と
い
う 33

。

『
普
門
寺
縁
起
』
作
成
か
ら
約
二
百
年
後
に
作
成
さ
れ
た
『
略
縁
起
』
に
は
、
天
文
年
間
に
兵
火
が
あ
っ
た
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の

代
わ
り
、「
永ゑ
い
ろ
く禄
年
中
参
州
乱み
だ

れ
て
兵へ
い
か
く
や
ま

革
止
ず
、寺じ
せ
い
す
い
こ
ん

勢
衰
困
し
て
寺じ
り
や
う領
何
れ
ど
も
無な
き

が
如
し
、」
と
あ
る
。
三
河
国
で
は
、永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）

桶
狭
間
の
戦
い
で
の
今
川
義
元
の
戦
死
後
、
自
立
を
強
め
た
松
平
元
康
（
徳
川
家
康
）
を
中
心
と
し
て
戦
乱
が
続
く
。
普
門
寺
に
直
接
関
係

す
る
も
の
と
し
て
は
永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）
〜
同
九
年
（
一
五
六
六
）
に
か
け
て
の
家
康
に
よ
る
東
三
河
侵
攻
で
あ
ろ
う
が
、「
寺じ
り
や
う領
何
れ

ど
も
無な
き

が
如
し
」
と
い
う
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。
寺
や
城
が
直
接
戦
場
に
な
っ
て
い
な
く
と
も
、
ま
さ
し
く
群
雄
割
拠
と
い
う
べ
き
様
相
を

呈
し
て
い
た
十
六
世
紀
の
三
河
国
に
お
い
て
、
寺
領
を
確
保
し
続
け
る
こ
と
は
困
難
を
極
め
た
で
あ
ろ
う
。

『
普
門
寺
縁
起
』
作
成
の
目
的
は
や
は
り
、「
寺
院
復
興
」
と
い
う
事
だ
と
思
う
。
作
成
さ
れ
た
縁
起
は
、
寺
院
復
興
が
目
的
で
あ
る
以
上
、

勧
進
帳
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
た
は
ず
で
、
そ
の
内
容
は
近
隣
住
民
に
も
披
露
さ
れ
た
だ
ろ
う
。
実
力
が
も
の
を
い
う
戦
国
時
代
、
薄
れ
ゆ
く

人
々
の
仏
教
へ
の
信
仰
心
を
も
う
一
度
取
り
戻
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
当
時
の
三
河
・
遠
江
地
域
の
有
力
支
配
者
で
あ
っ
た

今
川
氏
・
徳
川
氏
は
と
も
に
、
源
氏
の
流
れ
を
汲
む
氏
族
で
あ
る
。
源
頼
朝
と
の
関
係
を
前
面
に
押
し
出
す
こ
と
は
、
彼
ら
か
ら
支
援
を
獲

得
す
る
た
め
の
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う 34

。
聖
武
天
皇
や
源
頼
朝
と
の
関
係
を
語
る
こ
と
で
正
統
寺
院
で
あ
る

こ
と
を
主
張
し
つ
つ
、
船
形
山
が
い
か
に
山
麓
地
域
と
日
常
的
に
親
密
な
関
係
を
築
い
て
き
た
か
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
、
権
力
者
層
を
含

む
地
域
社
会
に
対
し
て
寺
院
復
興
を
訴
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

33　34　
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む
す
び

十
六
世
紀
、
疲
弊
し
て
い
た
寺
院
復
興
の
た
め
作
成
さ
れ
た
『
普
門
寺
縁
起
』
の
特
徴
は
、
山
麓
地
域
及
び
源
頼
朝
と
の
繋
が
り
を
強
調

し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

『
普
門
寺
縁
起
』
作
成
以
前
か
ら
す
で
に
、
頼
朝
と
の
関
係
を
強
調
す
る
こ
と
は
普
門
寺
に
と
っ
て
重
要
な
事
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
正

中
二
年
（
一
三
二
五
）
に
写
さ
れ
た
、
仁
治
三
年
普
門
寺
四
至
注
文
の
前
書
き
部
分
に
は
「
権
僧
正
化
積

勝
之
嶺
及
□（
習
ヵ
）

被
仰
下
旨

実
朝
二
位

無
□
令
知
行

衆
徒
等

栄

戒
断
堂
令
田
舎

諸
堂
諸
坊
无

舩

形
梧
岡
院

雖
企
訴
詔
不

至
此
時
纔
堺

御
判
此
宮
殿

帳
是
茂
一
処

」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
頼
朝

で
は
な
く
三
代
目
将
軍
実
朝
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
初
期
鎌
倉
幕
府
権
力
と
の
繋
が
り
を
特
記
す
る
と
い
う
点
で
、
普
門
寺
に
と
っ

て
同
様
の
効
果
を
持
っ
た
も
の
と
考
え
た
い 35

。

ま
た
、「
御
前
落
居
記
録
」
に
よ
れ
ば
、永
享
四
年
（
一
四
三
二
）
に
「
船
形
寺
雑
掌
」
と
「
疋
田
彦
三
郎
長
利
」
な
る
者
が
「
雲
谷
・
手
洗
・

山
寺
三
名
」
を
争
っ
た
際
、「
文（
一
一
八
八
）

治
四
年
九
月
十
五
日
御
寄
進
状
」
が
船
形
寺
に
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
理
由
で
、
船
形
寺
側
が
争
い
に
勝

利
し
て
い
る 36

。
こ
の
文
書
の
存
在
意
義
は
大
き
い
。
船
形
寺
は
、
ま
さ
に
頼
朝
の
時
代
に
、
国
衙
領
内
に
寺
領
を
認
定
さ
れ
た
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
実
際
に
頼
朝
に
よ
る
寄
進
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
定
か
で
は
な
い
が
、
室
町
幕
府
法
廷
で
勝
訴
を
も
た
ら
す
よ
う
な
文
書
が
船
形

寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。『
普
門
寺
縁
起
』
等
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
頼
朝
と
の
関
係
を
主
張
す
る
に
相
応
し
い
根
拠
が
こ
こ
に

存
在
し
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。

注　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1 
 

山
本
義
孝
「
湖
西
連
峰
に
お
け
る
山
岳
信
仰
と
そ
の
変
遷
」（
静
岡
県
湖
西
市
教
育
委
員
会
『
湖
西
市
文
化
財
調
査
報
告
第
40
集　

湖
西
連
峰
の
信
仰

遺
跡
分
布
調
査
報
告
書
』
二
〇
〇
二
年
）
に
よ
る
分
析
が
最
も
詳
し
い
。

35　36　
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2 
 

縁
起
で
は
「
此
池
大
弁
功
徳
天
奉
二
安
置
一
、
此
池
形
八
葉
也
云　

　

云
、
往
古
霊
像
出
現
時
、
紫
雲
質
八
葉
也
、
因
以
表
レ
之
、
観
音
弁
財
内
証
同
体
故
、
随

二
希
望
一
二
利
所
願
満
足
、」
と
あ
る
。「
大
弁
功
徳
天
」
と
は
、
弁
天
と
も
称
さ
れ
る
、
イ
ン
ド
の
河
川
の
神
弁
財
天
の
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

3 
 

現
在
普
門
寺
の
護
摩
堂
本
尊
と
し
て
安
置
さ
れ
て
い
る
像
高
一
六
六
・
二
㎝
の
不
動
明
王
立
像
は
、
十
二
世
紀
頃
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
（
山

崎
隆
之
・
山
岸
公
基
「
普
門
寺
の
仏
像
」（『
豊
橋
の
寺
宝
Ⅱ　

普
門
寺
・
赤
岩
寺
展
』
図
録　

豊
橋
市
美
術
博
物
館　

二
〇
〇
二
年
）。

4 

東
郷
公
司
「
普
門
寺
の
古
鐘
」（
湖
西
文
化
研
究
協
議
会
『
湖
西
の
文
化
』
27
号　

一
九
九
九
年
）。

5 

山
本
義
孝
「
湖
西
連
峰
に
お
け
る
山
岳
信
仰
と
そ
の
変
遷
」（
前
掲
）。

6 
 『

湖
西
市
文
化
財
調
査
報
告
第
40
集　

湖
西
連
峰
の
信
仰
遺
跡
分
布
調
査
報
告
書
』（
前
掲
）、
中
井
均
「
豊
橋
の
中
世
再
発
見
│
城
と
寺
か
ら
見
え
て

く
る
も
の
│
」（
第
15
回
文
化
財
保
護
講
演
会
、
二
〇
〇
九
年
十
一
月
一
日
）。

7 

北
村
和
宏
「
信
仰
遺
跡
の
詳
細
」（『
湖
西
市
文
化
財
調
査
報
告
第
40
集　

湖
西
連
峰
の
信
仰
遺
跡
分
布
調
査
報
告
書
』（
前
掲
））。

8 
 『

広
島
市
の
文
化
財
第
33
集　

草
津
八
幡
神
社
所
蔵　

大
般
若
波
羅
密
多
経
調
査
報
告
』
広
島
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
部
管
理
課　

一
九
八
六
年
、『
愛

知
県
史　

資
料
編
9　

中
世
2
』　

二
〇
〇
五
年
。

9 

調
査
時
は
普
門
寺
本
堂
に
保
存
さ
れ
て
い
た
が
、
近
々
収
蔵
庫
へ
移
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
と
い
う
。

10 
 

翻
刻
は
上
川
通
夫
「
普
門
寺
（
豊
橋
市
）
所
蔵
永
暦
二
年
永
意
起
請
木
札
に
つ
い
て
│
付
、
大
治
二
年
『
大
般
若
経
』
零
巻
、
仁
治
三
年
四
至
注
文
写

木
札
、
天
文
十
一
年
本
尊
等
造
立
木
札
│
」（
愛
知
県
『
愛
知
県
史
研
究
』
第
十
四
号　

二
〇
一
〇
年
）
に
よ
っ
た
。

11 

普
門
寺
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、
東
郷
公
司
「
普
門
寺
の
古
鐘
」（
前
掲
）
で
も
考
察
さ
れ
て
い
る
。

12 
 

滝
山
寺
に
現
存
す
る
の
は
寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
原
形
は
文
和
四
年
（
一
三
五
五
）
に
作
成
さ
れ
て
い
る

と
い
う
。（『
新
編
岡
崎
市
史　

中
世
2
』　

一
九
八
九
年
）。

13 
 

こ
の
ほ
か
、以
下
の
史
料
で「
舩
形
寺
」と
呼
ば
れ
て
い
る
。『
滝
山
寺
縁
起
』嘉
禄
元
年（
一
二
二
五
）本
堂
供
養
部
分
、草
津
八
幡
神
社
蔵『
大
般
若
経
』

（
明
徳
三
年
（
一
三
九
二
））、「
御
前
落
居
記
録
」（
永
享
四
年
（
一
四
三
二
））。
な
お
、遠
江
国
大
福
寺
御
堂
供
養
記
（
応
長
元
年
（
一
三
一
一
））
で
は
、

「
船
方
寺
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

14 
 

仁
治
三
年
作
成
の
四
至
注
文
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、
正
中
二
年
（
一
三
二
五
）
と
応
安
元
年
（
一
三
六
八
）
の
二
度
に
渡
っ
て
写
さ
れ
て
い
る
。
正

中
二
年
書
写
の
木
札
は
下
部
が
欠
損
し
て
い
る
が
「
舩
形
山
普
門
□（
寺
ヵ
）

」
と
み
え
、応
安
元
年
書
写
の
紙
本
文
書
に
は
「
舩
形
山
普
門
寺
梧
岡
院
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

15 

『
愛
知
県
史　

資
料
編
9　

中
世
2
』
の
翻
刻
を
参
照
し
た
。
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16 

天
文
十
年
（
一
五
四
一
）
十
一
月
十
五
日　

豊
橋
市
下
五
井
日
吉
神
社
棟
札
銘
（『
愛
知
県
史　

資
料
編
10　

中
世
3
』
二
〇
〇
九
年
）。

17 

天
文
十
八
年
（
一
五
四
九
）
十
二
月
十
九
日　

今
川
義
元
判
物
（
普
門
寺
文
書
、『
愛
知
県
史　

資
料
編
10　

中
世
3
』（
前
掲
））。

18 
 

天
文
十
九
年
（
一
五
五
〇
）
十
一
月
十
七
日　

豊
橋
市
安
久
美
神
戸
神
明
社
棟
札
銘
（『
愛
知
県
史　

資
料
編
10　

中
世
3
』（
前
掲
））、
天
文
二
十
一

年
（
一
五
五
二
）
十
二
月
二
十
三
日　

大
村
八
所
神
社
棟
札
銘
、
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
十
二
月
二
十
九
日　

高
井
正
八
幡
社
棟
札
銘
（
以
上
『
豊

橋
市
史
』
第
五
巻　

一
九
七
四
年
）。

19 

永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
十
二
月
日　

徳
川
家
康
判
物
（
普
門
寺
文
書
、『
愛
知
県
史　

資
料
編
11　

織
豊
1
』
二
〇
〇
三
年
）。

20 

注
19
と
同
じ
。
こ
の
文
書
の
宛
先
は
「
舩
形
山
桐
岡
院
」
で
あ
る
が
、
事
書
き
は
「
参
州
渥
美
郡
舩
形
山
普
門
寺
桐
岡
院
領
事
」
と
な
っ
て
い
る
。

21 

天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
十
二
月
十
三
日　

豊
橋
市
安
久
美
神
戸
神
社
棟
札
銘
（『
愛
知
県
史　

資
料
編
11　

織
豊
1
』（
前
掲
））。

22 

寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
十
二
月
二
十
八
日　

小
笠
原
長
矩
制
札
、
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
山
田
宗
徧
作
琵
琶
「
小
々
波
」
胴
内
墨
書
等
。

23 

東
郷
公
司
「
普
門
寺
の
古
鐘
」（
前
掲
）。

24 

山
本
義
孝
「
湖
西
連
峰
に
お
け
る
山
岳
信
仰
と
そ
の
変
遷
」（
前
掲
）。

25 
 『

愛
知
県
史　

資
料
編
10　

中
世
3
』
天
文
十
八
年
十
二
月
十
九
日　

今
川
義
元
判
物
、
同
天
文
二
十
四
年
（
一
五
五
五
）
二
月
二
十
二
日　

今
川
義

元
判
物
、
福
田
以
久
夫
「
中
世
の
渥
美
郡
髙
師
郷
に
つ
い
て
」（
愛
知
大
学
文
学
会
『
大
学
論
叢
』
第
76
輯　

一
九
八
四
年
）。

26 

上
川
通
夫
「
普
門
寺
（
豊
橋
市
）
所
蔵
永
暦
二
年
永
意
起
請
木
札
に
つ
い
て
」（
前
掲
）。

27 

島
津
忠
夫
校
注
『
宗
長
日
記
』（
岩
波
文
庫　

一
九
七
五
年
）
の
翻
刻
を
参
照
し
た
。

28 

『
続
群
書
類
従
』
第
二
十
一
輯
の
翻
刻
を
参
照
し
た
。

29 

同
右
。

30 

『
群
書
解
題
』
第
十
三
巻　

合
戦
部
（
一
）。

31 

『
豊
橋
市
史
』
第
一
巻　

一
九
七
三
年
、
加
藤
寛
二
「
中
世
戸
田
氏
関
係
の
古
文
書
」（
愛
知
県
『
愛
知
県
史
研
究
』
創
刊
号　

一
九
九
七
年
）。

32 

続
群
書
類
従
完
成
会
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
四　

一
九
六
四
年
。

33 
 

但
、
天
文
二
十
四
年
二
月
二
十
二
日
の
舩
形
寺
梧
岡
院
宛
今
川
義
元
判
物
で
は
、「
本
寺
末
寺
之
僧
不
レ
可
レ
有
二
違
背
一
事
、」
や
「
諸
末
寺
住
持
職
、

学
頭
可
レ
任
二
異
見
一
事
、」
な
ど
と
あ
り
、
末
寺
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
再
生
不
可
能
な
ほ
ど
疲
弊
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

34 
 

今
川
義
元
や
徳
川
家
康
等
か
ら
判
物
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
船
形
山
が
判
物
を
出
す
価
値
の
あ
る
寺
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
て
こ
と
を
示
す
。
縁

起
作
成
に
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
み
て
お
き
た
い
。
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35 
 

源
頼
朝
は
幼
少
時
よ
り
観
音
信
仰
に
傾
倒
し
て
い
た
。
父
の
影
響
を
受
け
、
実
朝
も
観
音
を
信
仰
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
速
水
侑
『
観
音
信
仰
』
塙

書
房　

一
九
七
〇
年
）。
四
至
注
文
前
書
き
に
実
朝
の
名
が
記
さ
れ
た
こ
と
は
、
舩
形
山
西
谷
の
本
尊
が
聖
観
音
で
あ
る
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
だ

ろ
う
。

36 

桑
山
浩
然
校
訂
『
室
町
幕
府
引
付
史
料
集
成
』
上
巻　

近
藤
出
版
社　

一
九
八
〇
年
。

　
　
　

付　
『
舩
形
山
開
基
以
来
代
々
忌
日
記
』
翻
刻

『
舩
形
山
開
基
以
来
代
々
忌
日
記
』
は
、
普
門
寺
歴
代
の
住
職
の
名
と
そ
の
没
年
等
を
記
し
た
冊
子
で
、
普
門
寺
に
関
す
る
研
究
を
す
る

上
で
有
益
な
一
冊
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
近
年
破
損
が
目
立
ち
、
判
読
で
き
な
い
箇
所
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
普
門
寺
現
ご
住
職
林
隆
清
氏

に
お
許
し
を
い
た
だ
き
、
こ
の
機
会
に
翻
刻
す
る
こ
と
に
し
た
。
な
お
林
氏
に
は
、
度
重
な
る
調
査
に
際
し
多
大
な
ご
配
慮
を
い
た
だ
い
た
。

こ
こ
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
書
誌
を
記
す
。
外
題
は「
舩
形
山
開
基
以
来
代
々
忌
日
記
」で
、内
題
・
尾
題
は
な
し
。
大
和
綴
。
表
紙
を
含
め
九
枚
が
完
存
し
て
い
る
。

楮
紙
で
、
一
紙
長
は
縦
二
八
・
九
㎝
、
横
二
〇
・
六
㎝
。
訓
点
あ
り
。
朱
点
な
し
。
界
線
な
し
。

全
体
を
通
し
て
筆
跡
を
見
る
と
、
初
代
行
基
か
ら
四
十
三
世
義
純
ま
で
を
一
人
の
人
物
が
書
き
、
そ
れ
以
降
は
順
次
書
き
継
が
れ
た
よ
う

で
あ
る
。

内
容
を
見
て
み
る
と
、
初
代
行
基
か
ら
九
世
慈
恵
ま
で
は
中
央
で
活
躍
し
た
有
名
な
真
言
・
天
台
僧
が
名
を
連
ね
て
い
る
。「
当
山
者
慈
恵

大
師
迄
他
山
兼
帯
、
事
務
妙
楽
院
法
印
俊
英
以
来
衆
従
昇
進
、」
と
あ
る
よ
う
に
、
十
世
俊
英
以
降
は
船
形
山
の
僧
が
住
職
と
な
っ
た
ら
し
い
。

十
三
世
明
伊
か
ら
二
十
二
世
覚
奝
ま
で
は
、
十
七
世
秀
尊
を
除
く
全
員
に
、
そ
の
存
在
を
示
す
史
料
が
特
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
縁
起

に
名
を
連
ね
て
い
る
二
十
五
世
賢
盛
・
二
十
七
世
信
慶
二
人
の
ど
ち
ら
の
項
に
も
、
縁
起
を
残
し
た
こ
と
を
示
す
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
特
記
事
項
の
な
い
人
物
で
も
何
か
名
を
残
す
史
料
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
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ま
た
、
三
十
一
世
再
中
興
龍
祐
以
降
は
、
住
職
着
任
の
経
緯
や
出
身
地
、
出
身
氏
等
も
書
か
れ
、
記
事
が
詳
し
く
な
る
。
四
十
一
世
義
什
・

四
十
三
世
義
純
に
至
っ
て
は
、
死
亡
日
時
の
み
な
ら
ず
、
時
刻
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
『
代
々
忌
日
記
』
制
作
者
の
体
験
に
基
づ

く
記
述
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

私
は
、『
代
々
忌
日
記
』
は
は
じ
め
十
七
世
紀
半
ば
に
書
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
三
十
一
世
以
降
記
述
が
詳
し
く
な
る

と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
更
に
筆
跡
及
び
死
亡
記
事
の
詳
細
さ
か
ら
推
測
す
る
に
、
現
在
残
る
も
の
は
十
九
世
紀
初
頭
に
書
き
直
し
、

以
後
順
を
追
っ
て
書
き
継
が
れ
た
も
の
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
表
紙
、
一
オ
） 

当
山
大
檀
那
聖
武
天
皇　

天
平
勝
宝
八
丙　

　

申
年
五
月
二
日　

化
命
ス

中
興
大
檀
那
源
頼
朝
公　

正
治
元
己　

　

未
年
正
月
十
三
日　

化
命
ス

舩
形
山
開
基
以
来
代
々
忌
日
記

（
一
ウ
）

（
二
オ
）

当
山
創
草
神
亀
四
丁　

　

卯
年　

御
生
国
泉
州
大
鳥
郡
人
而
天
智
七
戊　

　

辰
年
御
誕
生

開
山
行
基
菩
薩　
　
　

 

御
命
日
天
平
廿
一
乙　

　

未
年
二
月
二
日
春
秋
八
十
歳
和
泉
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

菅
原
寺
而
示
寂
ス
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二
世

阿
遮
梨
那
良
辨
僧
正　

宝
亀
四
癸　

　

丑
年
閏
十
一
月
十
六
日
寂
ス

三
世

伝
教
大
師　

弘
仁
十
三
壬　

　

寅
年
六
月
四
日
寂
ス

四
世

慈
覚
大
師　

貞
観
六
甲　

　

申
八
月
十
四
日
寂
ス

（
二
ウ
）

五
世

真
雅
僧
正　

元
慶
三
己　

　

亥
年
正
月
三
日
寂
ス

六
世

智
證
大
師　

寛
平
二
庚　

　

戌
年
四
月
廿
九
日
寂
ス

七
世

聖
宝
僧
正　

延
喜
九
己　

　

巳
年
七
月
六
日
寂
ス

八
世

尊
意
僧
正　

天
慶
三
庚　

　

子
年
二
月
廿
四
日
寂
ス

（
三
オ
）

九
世

慈
恵
大
師　

永
観
三
乙　

　

酉
年
正
月
三
日
寂
ス
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当
山
者
慈
恵
大
師
迄
他
山
兼
帯
、
事
務
妙
楽
院
法
印
俊
英
以
来
衆
従
昇
進

十
世

法
印
俊
英　

治
安
二
壬　

　

戌
年
三
月
八
日
寂
ス

十
一
世

大
僧
都
叡
秀　

治
暦
三
丁　

　

未
年
五
月
三
日
寂
ス

十
二
世

権
大
僧
都
良
瑜　

長
治
二
乙　

　

酉
年
七
月
朔
日

（
三
ウ
）

十
三
世

法
印
明
伊　

大
般
若
経
五
軸
有
之
、
大
治
二
乙　

　

巳
年
明
□（

伊
 
書
ヵ
）

□
之

　
　
　
　
　

久
安
元
乙　

　

丑
年
二
月
七
日
寂
ス

十
四
世

法
印
勝
意　

経
筒
有
之
、
久
寿
三
歳
次
丙
子
年
願
主
勝
意

　
　
　
　
　

保
元
二
丁　

　

丑
年
正
月
廿
日
寂
ス

嘉
応
二
庚　

　

寅
年
炎
焼
一
山
中
絶
ニ
及
ぶ
、
此
時
仏
像
等
残
ル
十
有
余
坊
ニ
配
分
安
置
給
者
也

十
五
世

法
印
永
意　

記〔
起
 
請
〕証奥

書
、
永
暦
二
年
歳
次
辛
巳
正
月
廿
四
日
永
意
敬
白

　
　
　
　
　

治
承
四
庚　

　

子
年
六
月
二
日
寂
ス
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十
六
世

中
興
化
積
上
人　

応
保
元
辛　

　

巳
年
於
北
谷
妙
楽
院
薙
髪

　
　
　
　
　
　
　

建
久
八
丁　

　

巳
年
八
月
十
五
日
寂
ス

（
四
オ
）

十
七
世

法
印
秀
尊　

貞
永
元
壬　

　

辰
年
十
月
二
日
寂
ス

十
八
世

権
僧
正
覚
忠　

四
境
証
文
、
仁
治
三
歳
次
癸
卯
年
正
月
廿
八
日
覚
忠
判

　
　
　
　
　
　

建
治
三
丁　

　

丑
年
八
月
十
四
日
寂
ス

十
九
世

権
大
僧
都
覚
弁　

四
境
証
文
、
正
中
二
太
歳
乙
丑
年
三
月
八
日
覚
弁

　
　
　
　
　
　
　

元
弘
元
辛　

　

未
年
九
月
三
日
寂
ス

廿
世

権
律
師
永
長　

四
境
証
文
、
応
安
元
戊　

　

申
年
五
月
廿
七
日　

□（
永
）長

　
　
　
　
　
　

応
安
七
甲　

　

寅
年
十
一
月
五
日
寂　
　
　
　
　

□（
弘
）尊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覚
奝

（
四
ウ
）

廿
一
世
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権
僧
都
弘
尊　

応
永
十
癸　

　

未
年
正
月
十
日
寂
ス

卅（
マ
マ
）二
世

権
僧
都
覚
奝　

正
長
元
戊　

　

申
年
七
月
廿
六
日
寂

卅（
マ
マ
）三
世

法
印
奝
日　

康
正
二
丙　

　

子
年
四
月
四
日
寂
ス

廿
四
世

法
印
叡
順　

長
亨
元
丁　

　

未
年
二
月
二
日
寂
ス

 

天
文
二
癸　

　

巳
十
月
八
日
兵
火
也
ト
、
仏
閣
僧
坊
悉
く
炎
焼
ニ
よ
つ
て
住
侶
皆
何
国
共
不
知
逃

一
山
之
法
滅
一
時
ニ

（
五
オ
）

退
転
ス
、
十
有
余
坊
之
仏
像
元
本
堂
の
松
の
邊
ニ
小
山
の
如
く
積
置
、
慶
長
之
頃
迄
も
有

可
歎
々
々
也

廿
五
世

権
律
師
賢
盛　

天
文
五
丙　

　

申
年
九
月
十
二
日
寂
ス

廿
六
世

法
印
信
盛　

観
世
音
一
躯
大
黒
天
一
尊
、
天
文
十
一
壬　

　

寅
二
月
十
八
日
願
主
信
盛

　
　
　
　
　

天
文
十
一
壬　

　

寅
年
八
月
四
日
寂
ス

廿
七
世

法
印
信
慶　

天
文
廿
三
年
甲　

　

寅
年
五
月
十
八
日
寂
ス

廿
八
世

法
印
慶
覚　

十
輪
坊
常
什
声
明
集
一
巻
、
慶
覚
書
□〔

之
ヵ
〕
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永
禄
元
戊　

　

午
年
四
月
五
日
寂
ス

（
五
ウ
）

廿
九
世

法
印
玄
朝　

日
蔵
院
常
什
金
界
唱
礼
次
第
一
巻
、
永
禄
十
年
六
□（
月
 
卅
 
日
ヵ
）

■
■
玄
朝
書
之

　
　
　
　
　

永
禄
十
一
戊　

　

辰
年
九
月
三
日
寂
ス　
　
　
　
　
　

卅
世

法
印
玄
祐　

鞍
掛
明
神
棟
札
、
天
正
十
八
庚　

　

寅
年
二
月
宝
蔵
院
法
印
玄
祐
敬
白

　
　
　
　
　

慶
長
二
丁　

　

酉
年
六
月
十
二
日
寂
ス

卅
一
世　
　
　
　

  　

住
職
病
死
後
也

再
中
興
龍
祐
和
尚　

寛
永
十
八
辛　

　

巳
年
正
月
十
六
日
寂
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

生
国
遠
州
入
出
村
宇
津
山
城
主
家
臣

卅
二
世

阿
闍
梨
龍
盛　

住
職
隠
居
後

　
　
　
　
　
　

寛
文
三
癸　

　

卯
年
六
月
十
六
日
寂
ス

（
六
オ
）

三
十
三
世

法
印
日
誉　

住
職
病
死
後
、
生
当
村
川
辺
谷
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延
宝
元
癸　

　

丑
年
七
月
廿
五
日
寂
ス

卅
四
世

法
印
朝
誉　

住
職
高
野
山
住
心
院
移
転
後

　
　
　
　
　

延
宝
元
癸　

　

丑
年
十
一
月
朔
日
寂
ス

卅
五
世

法
印
昶
深
上
人　

住
職
隠
居
後
也
、
生
国
遠
州
中
□〔
之
 
郷
ヵ
〕
□
村
袴
田
氏
孫
兵
衛
子

　
　
　
　
　
　
　

正
徳
元
辛　

　

卯
年
六
月
六
日
寂
ス

卅
六
世

法
印
昶
遍　

住
職
高
野
山
住
心
院
移
転
後
也
、
生
国
当
国
吉
田
呉
服
町
林
氏
弥
治

　
　
　
　
　

宝
暦
元
辛　

　

未
年
十
二
月
十
二
日
寂
ス

（
六
ウ
）

卅
七
世

法
印
日
言　

住
職
隠
居
後
也
、
生
国
遠
州
梅
田
村

、
文
政
□（

十
 
一
 
年
ヵ
）

□
□
迄
七
十
四
年
ニ
ナ
ル

　
　
　
　
　

宝
暦
六
丙　

　

子
年
三
月
十
三
日
寂
ス

卅
八
世

法
印
昶
観　

住
職
財
賀
寺
移
転
後
也
、
生
国
遠
州
堀
江
村

　
　
　
　
　

延
享
二
乙　

　

丑
年
五
月
廿
八
日
寂

卅
九
世

法
印
昶
如
上
人　

住
職
財
賀
寺
移
転
後
也
、
生
国
当
国
吉
田
松
平
伊
豆
守
殿
家
臣
加
治
清
右
衛
門
子
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天
明
四
甲　

　

辰
年
十
月
朔
日
寂
ス
、
春
秋
七
十
二
歳
入
寂

四
十
世

法
印
昶
恵　

住
職
高
野
山
尭
寿
院
移
転
後
也
、
遍
照
光
院
ヨ
リ
無
量
寿
院
門
主
職
昇
進
、
寛
政
六
甲
寅
年
八
月
□（
二
ヵ
）日
於
東
都
高
野
寺
遷
化

（
七
オ
）

四
十
一
世

法
印
義
什
上
人　

 

住
職
隠
居
後
延
享
二
年
ヨ
リ

寅
十
一
月
廿
七
日
迄
三
十
八
年
、
住
職
廿
一
歳
ヨ
リ
五
十
八
歳
、
文
化
元
甲　

　

子
七
月

六
日
年
満
七
十
九
歳
ニ
而
昼
八
ツ
上
刻
示
寂
、
生
国
遠
州
堀
江
村
遠
藤
氏
新
蔵
男
也

四
十
二
世

法
印
義
剛　

住
職
病
死
後
、
生
国
当
国
桜
町
勘
太
夫
子

　
　
　
　
　

天
明
三
癸　

　

卯
年
三
月
廿
日
寂
ス
、
三
十
六
歳
ニ
而
入
寂
ス

四
十
三
世

法
印
義
純　

 

天
明
三
卯
年
ヨ
リ
享
和
元
酉
年
三
月
廿
六
日
迄
十
九
年
住
職
、
生
国
遠
州
伊
目
村
加
藤
氏
藤
左
衛
門
子
、
文
化
七
庚
午
年

十
二
月
廿
三
日
未
下
刻
示
寂

四
十
四
世　

  

享
和

和
尚
義
英　

文〻
化〻
元〻
元
酉
三
月
廿
六
日
ヨ
リ
三
十
一
歳
ニ
而
住
職
、
生
国
遠
州
有
玉
郡
新
原
村
髙
林
氏
磯
右
衛
門
子

四
十
五
世

法
印
義
言　

天
保
十
二
丑
正
月
廿
九
日
寂

（
七
ウ
）
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四
十
六
世

法
印
隆
賢　

文
政
十
一
子
年
七
月
廿
一
日
寂

四
十
七
世

法
印
英
章　

赤
岩
山
ヨ
リ
転
住
ス
、
生
国
三
河
国
八
名
郡

四
十
八
世

法
印
義
證　

嘉
永
四
亥
年
正
月
二
日
尓
寂
ス

四
十
九
世　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脱
走
ノ
註
、

法
印
義
覚　

明
治
六
酉
年
八
月
一
日
脱
走
ス　

 

義
覚
上
人
ハ
中
気
ニ
テ
治
療
ノ
為
人
力
車
ニ
乗
車
、
岡
崎
マ
デ
行
キ
キ
テ
足
跡
不
明
、
或
ハ
車
夫
ニ

危
害
ヲ
加
ヘ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
カ

五
十
世

法
印
義
冝　

明
治
九
年
子
二
月
十
七
日
寂
ス

五
十
一
世

法
印
義
諦　

財
賀
寺
ニ
転
住
シ
更
ニ
鬼
岩
寺
ニ
転
住
ス

　
　
　
　
　

大
正
十
四
年
一
月
十
三
日
鬼
岩
寺
（
ニ
 
テ
 
ヵ
）

入
寂

　
　
　
　
　

生
国
渥
美
郡
神
戸
村
鈴
□
氏

（
八
オ
）

五
十
二
世

法
印
義
算　

生
国
渥
美
郡
神
戸
村
仲
井
氏
乃
出

　
　
　
　
　

昭
和
六
年
隠
居
ス
ル
マ
デ
在
職
五
十
余
年

　
　
　
　
　

昭
和
十
年
八
月
七
日
入
寂
八
十
二
歳
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